
第
九
十
七
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

ひ
で

む
ら

せ
ん

ぞ
う

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

秀

村

選

三

専
攻
学
科
目

日
本
社
会
経
済
史

生
年
月
日

大
正
一
一
年
一
二
月
一
〇
日

略

歴

昭
和
二
二
年

九
月

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
経
済
学
科
卒
業

同

二
六
年

四
月

九
州
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同

四
一
年

四
月

九
州
大
学
経
済
学
部
教
授

同

四
五
年

三
月

経
済
学
博
士

同

五
一
年

六
月

九
州
大
学
経
済
学
部
長
（
併
任
、
昭
和
五
三
年
五
月
ま
で
）

同

五
四
年

六
月

九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
長
（
併
任
、
昭
和
六
〇
年
五
月
ま
で
）

同

六
一
年

四
月

久
留
米
大
学
商
学
部
教
授

同

六
一
年

五
月

九
州
大
学
名
誉
教
授

同

六
三
年

四
月

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
教
授

平
成

五
年

四
月

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
客
員
教
授
（
平
成
一
〇
年
三
月
ま
で
）
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経
済
学
博
士
秀
村
選
三
氏
の
『
幕
末
期
薩
摩
藩

の
農
業
と
社
会
―
大
隅
国
高
山
郷
士
守
屋
家
を

め
ぐ
っ
て
―
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
は
、
幕
末
期
の
薩
摩
藩
領
大
隅
国
肝
属
郡
高
山
（
こ
う
や
ま
）
郷
（
現

在
は
鹿
児
島
県
肝
付
町
高
山
）
に
居
住
し
た
上
級
郷
士
の
一
つ
で
あ
る
守
屋
家

を
中
心
に
、
当
時
の
郷
村
や
家
の
生
活
の
実
態
を
、
い
わ
ば
微
視
的
か
つ
総
合

的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薩
摩
藩
領
農
村
の
具
体
的
な
様
相
を
解
明
す
る

た
め
の
確
実
な
基
礎
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
薩
摩
藩
で
は
、
藩

権
力
が
強
大
で
あ
り
、
し
か
も
各
郷
に
は
数
百
人
の
郷
士
が
居
住
す
る
集
落

（
麓
）
が
あ
っ
て
、
農
民
を
直
接
に
支
配
し
て
い
た
た
め
、
農
民
の
地
位
は
低

く
、
他
地
域
で
の
農
村
史
料
に
相
当
す
る
も
の
は
、
農
民
の
家
に
で
は
な
く
、

一
面
で
は
地
主
で
も
あ
っ
た
郷
士
ら
の
家
に
伝
存
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
特

に
守
屋
家
に
は
、
当
主
に
よ
る
「
日
帳
」
（
日
記
）
や
「
耕
作
日
記
」
な
ど
、
貴

重
な
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
他
の
有
力
郷
士
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
史
料

な
ど
も
参
照
し
つ
つ
、
一
つ
の
郷
、
一
つ
の
家
の
姿
を
、
い
わ
ば
そ
の
内
部
構

造
に
即
し
て
克
明
に
描
く
こ
と
に
よ
り
、
薩
摩
藩
領
を
解
明
す
る
た
め
の
基
点

（
著
者
の
表
現
で
は
定
点
観
測
点
）
と
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
著
者
の
目
標
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
限
り
、
既
存
の
研
究
を
展
望
し
、
そ
の
中
に
本
研

究
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
広
い
視
野
か
ら
の
展
望
は
、
薩
摩
藩
領
の
農
村
を
研
究
対
象
と

す
る
こ
と
自
体
に
も
指
向
さ
れ
、
と
も
す
れ
ば
「
封
建
制
の
極
北
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
、
特
殊
な
地
域
と
見
做
さ
れ
が
ち
で
あ
る
薩
摩
藩
を
、
幕
藩
体
制
の
中

の
一
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
の
試
論
が
最
初
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
第

一
章
）。
東
北
型
・
畿
内
型
・
西
南
型
な
ど
に
、
江
戸
時
代
の
藩
を
地
域
類
型

に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
来
た

が
、
著
者
は
「
西
南
辺
境
型
藩
領
国
」
と
し
て
、
土
佐
藩
か
ら
南
九
州
（
薩
摩
・

人
吉
な
ど
）・
西
九
州
（
佐
賀
・
平
戸
な
ど
）
の
諸
藩
を
経
て
、
対
馬
藩
と
長

州
藩
に
至
る
、
円
環
を
な
す
形
の
グ
ル
ー
プ
を
新
し
い
類
型
と
し
て
提
案
す

る
。
い
ず
れ
も
戦
国
以
来
の
旧
族
大
名
の
系
譜
に
属
し
、
幕
藩
体
制
に
適
合
す

る
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
、
な
お
郷
士
制
度
を
残
存
さ
せ
、
藩
権
力
が
強
大
で

あ
る
点
な
ど
で
、
共
通
の
構
造
を
も
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
だ
仮
説

で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
に
薩
長
土
肥
と
呼
ば
れ
る
維
新
変
革
を
推
進
し
た
雄
藩

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
、
維
新
史
の
社
会
的
基
盤
と
い
う

大
き
な
課
題
の
解
明
の
た
め
に
、
新
し
い
道
を
開
い
た
独
創
的
な
発
想
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。

薩
摩
藩
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
多
い
が
、
第
二
次
大
戦
以
前
に
お
い
て

は
、
藩
政
史
や
制
度
史
の
研
究
が
主
で
あ
り
、
郷
村
の
歴
史
に
目
が
向
け
ら
れ

一
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る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
残
存
す

る
史
料
は
乏
し
く
、
郷
村
の
実
態
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
鹿

児
島
県
内
出
身
の
研
究
者
が
多
い
中
で
、
秀
村
氏
は
県
外
（
福
岡
県
）
出
身
で

あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
客
観
的
考
察
を
め
ざ
し
て
、
一
郷
一
家
に
つ
い
て
の
徹
底

的
調
査
に
着
手
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
豊
富
な
史
料
が
あ
れ
ば
、
共
同
研
究
の
形

を
と
る
場
合
が
多
い
が
、
秀
村
氏
は
あ
く
ま
で
単
独
で
、
一
九
五
〇
年
前
後
に

着
手
し
て
以
来
、
半
世
紀
を
費
や
し
て
こ
の
大
著
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
単

独
の
外
来
者
と
し
て
、
現
地
を
よ
く
踏
査
し
、
ま
た
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
多

く
の
人
々
に
接
し
て
、
聞
き
取
り
を
し
た
り
、
宿
泊
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
り

す
る
な
ど
、
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
。
し
か
し
聞
き
取
り
を
し
た
古
老
た
ち
の

間
で
も
、
明
治
初
年
生
ま
れ
の
人
と
明
治
二
〇
年
ご
ろ
生
ま
れ
の
人
と
の
間
で

は
、
既
に
記
憶
が
一
致
し
な
い
な
ど
、
現
地
の
状
況
の
変
容
は
著
し
く
、
し
か

も
古
老
た
ち
は
し
だ
い
に
世
を
去
っ
た
。
聞
き
取
り
と
現
地
調
査
と
が
有
効
な

最
後
の
時
期
に
秀
村
氏
は
際
会
し
た
と
い
え
よ
う
。

守
屋
家
は
、
郷
士
と
し
て
各
種
の
役
職
を
歴
任
し
、
ま
た
知
行
主
と
し
て
門

（
か
ど
）
の
農
民
か
ら
年
貢
を
収
取
す
る
支
配
身
分
に
属
し
た
が
、
他
の
一
面

で
は
所
有
地
の
農
事
を
指
揮
す
る
手
作
り
地
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
農
事
の
記
録

で
あ
る
「
耕
作
日
記
」
の
う
ち
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
の
分
を
中
心
に
、

当
時
の
農
業
経
営
の
様
相
が
解
明
さ
れ
る
（
第
四
章
）。
こ
の
う
ち
手
作
り
の

田
一
町
三
反
余
の
約
三
分
の
二
が
実
植
田
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
実
植

田
と
は
、
苗
代
を
立
て
て
真
米
を
育
て
る
植
田
に
対
し
て
、
赤
米
を
直
播
き
す

る
牟
田
（
む
た
、
湿
田
）
を
意
味
し
、
そ
の
労
働
の
過
酷
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

古
老
の
記
憶
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
畑
作
の
甘
薯
・
煙
草
な
ど
も
、
ほ
ぼ
自
給

分
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
農
業
を
支
え
る
労
働
組
織
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
元
治
元
年
の

記
録
に
基
づ
き
、
日
々
の
労
働
と
、
そ
れ
に
従
事
し
た
人
名
が
詳
細
に
表
示
さ

れ
、
そ
の
主
要
な
部
分
が
下
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
（
第
五
章
、
第
六
章
）。
こ
の
労
働
組
織
の
問
題
は
、
他
地
域
の
調

査
な
ど
に
際
し
て
も
秀
村
氏
が
注
目
し
て
来
た
重
要
な
分
野
で
あ
っ
て
、
精
細

な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
要
約
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
要

す
る
に
下
人
と
い
う
中
に
も
多
様
な
性
格
の
も
の
が
含
ま
れ
、
永
代
下
人
と
呼

ば
れ
る
二
戸
は
、
屋
敷
と
開
拓
地
を
与
え
ら
れ
て
、
半
ば
独
立
の
農
民
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
年
季
奉
公
人
や
日
雇
い
の
奉
公
人
な
ど
、
多
様
な
性
格
の

労
働
力
が
、
広
い
意
味
で
の
親
方
・
子
方
関
係
に
組
み
込
ま
れ
て
、
守
屋
家
の

生
業
と
生
活
と
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
宗
門
改
の
制
度
と
そ
の
実
態
（
第
十
三
章
）
な
ど
、
本
書
の
論

点
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
親

族
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
本
書
は
日
本
農
村
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
、

著
名
な
有
賀
喜
左
衛
門
氏
の
『
南
部
二
戸
郡
石
神
村
に
於
け
る
大
家
族
制
度
と

名
子
制
度
』（
昭
和
一
四
年
刊
）
に
比
肩
す
べ
き
性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

一
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が
、
有
賀
氏
が
こ
れ
ら
の
調
査
に
基
づ
き
、
日
本
農
村
社
会
の
特
性
と
し
て
の

「
同
族
」
お
よ
び
同
族
団
の
理
論
を
導
き
出
し
た
の
に
対
し
、
秀
村
氏
は
「
親

類
中
」
の
関
係
を
重
視
す
る
（
第
九
章
）。
同
族
と
は
、
本
家
と
分
家
と
い
う

系
譜
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
集
団
を
指
す
が
、
薩
摩
藩
領
の
郷
士
層
で
は
、
武
士

身
分
に
属
す
る
た
め
も
あ
っ
て
、
分
家
は
困
難
で
あ
り
、
本
書
の
中
で
も
、
守

屋
家
で
当
主
の
次
男
を
分
家
さ
せ
る
た
め
に
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
年
）

か
ら
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
年
）
ま
で
、
二
六
年
を
必
要
と
し
、
そ
の
具
体

的
な
過
程
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
（
第
八
章
）。
分
家
の
数
は
少
な
く
、
従

っ
て
本
・
分
家
の
集
団
よ
り
も
、
実
際
に
家
の
行
事
、
た
と
え
ば
氏
祭
（
内
神

様
祭
、
ウ
ッ
ガ
ン
サ
ア
マ
ツ
イ
）
を
支
え
て
い
る
の
は
、
親
類
中
と
呼
ば
れ
る

集
団
で
あ
っ
て
、
分
家
の
ほ
か
、
婚
姻
や
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
い
く

つ
か
の
家
の
人
々
を
包
含
し
て
、
女
性
が
い
わ
ば
そ
の
結
節
点
を
な
し
て
い

る
。
同
族
が
、
主
と
し
て
男
系
の
系
譜
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

親
類
中
は
、
男
系
と
女
系
と
を
区
別
せ
ず
、
そ
れ
だ
け
女
性
の
役
割
が
重
要
で

社
会
的
地
位
も
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
同
族
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
「
親
類
中
」
も
、
日
本
社
会
の
構
造
を
把
握
す
る
た
め
の
有
力
な
手

掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
通
り
本
書
は
、
学
界
に
寄
与
す
る
所
が
す
こ
ぶ
る
大
き
く
、
学
士
院

賞
授
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
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